
Society5.0
Society5.0に新たに求められる資質・能力として、「気付く力」「思考する力」「発信する力」の育成を目標として、理数分野を中心とし
た幅広い教養（STEAM教育）と情報活用能力（データサイエンス）を併せ持つ人材の育成を目指すことを教育理念とします。

【推薦入試】　募集人員（80名）に対して50％程度
＜出願できる者＞
　札幌市内に保護者の住所が存する者（令和４年３月に北海道内の中学校を卒業見込みの者であること）
＜推薦の要件＞
　数理データサイエンス科の理念を理解し、本校で学ぼうとする確かな理由を有し、次の要件を満たす生徒
　１．知的好奇心にあふれ、科学への関心が高く、将来にわたり探究し続けることを目指す生徒
　２．理数分野を中心とした幅広い教養と情報活用能力を身に付け、札幌や世界の諸課題に取り組もうとする生徒
　３．未知の分野に果敢に挑戦する気概をもち、仲間とともに未来志向の議論や発信をする意欲を有する生徒
＜選抜の方法＞
　以下の１～４の資料を総合的に評価し、合格内定者を決定します。
　１．個人調査書・推薦書　　２．面接の結果　　３．英語の聞き取りテストの結果　　４．適性検査の結果

【一般入試】
＜出願できる者＞
　１．札幌市内に保護者の住所が存する者
　２．札幌市を除く北海道内に保護者の住所が存する者（定員の20％以内）
＜選抜の方法＞
　１．個人調査書
　２．学力検査の結果（なお、次の3教科については、傾斜配点を行い選抜します。【数学２倍、理科２倍、英語1.5倍】）

進学重視型単位制

数理データサイエンス科

市立札幌旭丘高等学校

単位制による全日制課程（２クラス80名)

データサイエンスを学習のエンジンとし、

理数分野（理科・数学・情報）を中心に幅広く教養を高め

学問・産業・社会的課題解決（SDGs）に貢献する

人材を育てる理数系の学科です。

教育理念

受検のしくみ（予定）

令 和 ４ 年 ４ 月 開 設



●大学入試に対応した各教科の演習講座
●情報Ⅱ（「情報とデータサイエンス」という単元があります）

●数理データサイエンス科独自のオリジナル講座
・データサイエンス演習（仮称）
　　…ビッグデータの分析を行います

・プログラミング演習（仮称）
　　…Pythonでデータ分析に必要なプログラミングを学びます

・インフォグラフィックス（仮称）
　　…分析したデータの視覚化を学びます

・人工知能概論（仮称）
　　…人工知能（AI、機械学習）の基礎を学びます

未知の世界を開拓する気概と知的好奇心
をもって探究し続ける生徒

データのもつ本質的構造を理解し、地域社
会と世界の新しい未来を築く生徒

数量的なデータを科学的な手法で扱い、
建設的な議論や発信ができる生徒

科学者・技術者を志す

先端IT人材を志す

次世代リーダーを志す

数理データサイエンス科での学び

カリキュラム（数理データサイエンス科）

自分の進路や興味に合わせて自由に選択できる講座が用意されています 育てたい生徒像 育成したい力 

SDS基礎<1年次>　計画表（案）
月 内　容

前
期

4
図書館オリエンテーション

「SDS基礎」オリエンテーション

5
数理ミニ課題研究①～⑥
仮説→実験→分析→発表という探究の流れを経験し、探究手法を学ぶ。

6

7

統計活用①～⑤
データサイエンスの基礎や活用例を学ぶ。

8

9

後
期

10

ＳＤＳ基礎「さっぽろ探究」①～⑫
札幌や世界の諸課題に対して
データの収集・分析を行って解決策を探る。

11

12

1

2

3 ２年次の本格的な探究への準備。

R４年度採択を目指して、SSH（スーパー・サイエンス・ハイスクール）申請予定
採択された場合、数理データサイエンス科、普通科ともにカリキュラムが変更になることがあります。
〔SSHとは、文部科学省が指定する高校において、先進的な理数教育を実施し、高大接続や国際性を
育む教育の指導方法・教材の開発を実施する教育事業〕　開成中等教育学校との協同学習を検討中
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カリキュラム（普通科）

▪理数数学
▪理数理科(物理・化学・生物)
▪SDS探究［2年次］

各グループで設定したテーマを1年間かけて研究し成果発表を行う。
テーマは自然科学・社会科学どちらも選択できる。

▪ゼミ旅行

▪理数数学
▪理数理科(物理・化学・生物)
▪情報Ⅱ
▪学校設定科目　※下参照
▪SDS発展［3年次］

研究成果を論文やポスターとして学術的にまとめる。
また、大学での研究・探究につながる活動を行う。

大
学
・
大
学
院

「気付く力」を鍛えます
俯瞰力	 全体を見渡すことができ、状況を客観的にとらえ判断する、メタ認知力
洞察力	 地域社会や世界の課題やニーズ、チャンスを逃さない洞察力

「思考する力」を鍛えます
c
ク リ テ ィ カ ル シ ン キ ン グ
ritical thinking	 科学的思考で疑いをもち、考えを深める批判的思考

l
ラ テ ラ ル シ ン キ ン グ
ateral thinking	 既成の理論や概念にとらわれずアイディアを生み出す水平的思考

l
ロ ジ カ ル シ ン キ ン グ
ogical thinking	 矛盾や飛躍なく筋が通るように整理する理論的思考力

「発信する力」を鍛えます
プレゼンテーション力	 研究成果や自分の意図を上手に伝え、人を引き付ける力
質問力	 「思考する力」からうまれる良質な質疑で、研究や議論を前進させる力
コミュニケーション力	 他者に対する誠意や気遣いを基に、円滑な意思疎通ができる力

思考する力を鍛えます
発信する力を鍛えます

充実期
発展期2

3

▪理数数学
▪理数理科(物理・化学・生物)
▪情報Ⅰ
▪SDS基礎［1年次］
　　　 　　サンライズデータサイエンス

気付く力を鍛えます基礎期1
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要素を取り入れることを目指しています

数学・理科・情報以外の教科でも、授業にデータサイエンスの

２年次10月、関西方面を予定。数理DS科オリジナルのコースと
しては「西はりま天文台」での宿泊観測、「理化学研究所（写真）」
訪問、「SPring-8」見学などを計画中です。清水寺や東大寺大仏
殿などは普通科と一緒に行動するスケジュールを組んでいます。

スーパーコンピュータ「富岳」



Society5.0

なぜデータサイエンス？

卒業生からのメッセージ

Society5.0に向けて、数理データサイエンスの素養を持ち、問題解決や価値創出につ
なげられる人材が必要不可欠となっています。学問・産業・経済・行政・環境・エン
ターテイメント・・・、あらゆる分野でビッグデータを活用できる「データサイエンティ
スト」や「IT・AI人材」が求められています。そこで、
国家プロジェクトとして
データサイエンス人材の育成がスタートしています

東京工業大学　情報理工学院
河島 颯太郎さん

こんにちは、私は東京工業大学の河島颯太郎と
申します。私がこの春から通う東京工業大学は、数
学や物理が強みの、まさに理系という感じの大学
です。旭丘高校にも理系専門の学科が誕生するそ
うですね。僕もそこで学んでみたかったです。
今の時代、さまざまな分野でIT化が進んでおり、

それに対応する理系の人材が必要とされています。
そこで理系教育の重要性が上昇しています。旭丘
の数理データサイエンス科では、大学受験のことは
もちろん、そこから先のことにもつながるような理
系としての基礎を学べるはずです。きっと他の学
校ではあまり見られない数理に特化した教育とな
るでしょう。理系科目が好きだ、と思う中学生の方
は是非この学科
への進学を考え
てみてはいかがで
しょうか？受験生
のみなさん頑張っ
てくださいね！

北海道大学　総合教育部(総合理系数学重点入試合格)
武藤 菜々子さん

こんにちは。私は現在大学1年生なので様々な
基礎力をつけている段階ですが、大学では情報教
育が文系学部でも重視されていますので、理系学
部ならばなおさら重要です。高校生のうちから必
要な知識を身につけた方が良いなと感じていま
す。世界中の情報を瞬時に扱うことができるよう
になったので、情報量がとても多く、データを整
理して活用するデータサイエンティストが必要に
なっています。データサイエンスを学べる旭丘の
新しい学科で、将来を担う優秀な人材が育つこと
を期待しています。理数科目に重点を置いている
ということなので、勉強
は大変かもしれません
が、文系理系問わず役立
つスキルを手に入れられ
る機会です。ぜひ積極的
に入学を検討してみてく
ださい。

東北大学　工学部　電気情報物理工学科
大熊 政瑚さん

私は今、大学レベルの数学（行列や微分積分な
ど）や物理（トルクや角運動量など）と、Python
での簡単なプログラミングなどを学び、発展的で
実用的な能力を身に付けている最中です。
世の中の情報の量や重要性がどんどん増してい
て、データサイエンスは本当に必要になってきて
いると感じています。また、旭丘高校の新学科で
育成する俯瞰力・洞察力とは、数学でいえば複数
の考え方を身に付けられることだと思いますし、
それこそ研究開発に活きる力でしょう。そう言っ
た、将来理系分野を志す
人が、早い段階から必要
な力を身に付けられる学
科だと思います。ぜひレ
ベルの高い理数系人材を
目指してください。

Society5.0とは
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実
空間）を高度に融合させたシステムにより、経済
発展と社会的課題の解決を両立する人間中心社会
（超スマート社会） 。狩猟社会（Society1.0）、農
耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、
情報社会（Society4.0）に続く未来社会。

＜内閣府　総合科学技術イノベーション会議　答申より＞

トップレベル
の人材育成
トップレベル
の人材育成

小学校・中学校

高等学校高等学校

大学・大学院

IoT AI

情報活用能力の育成
コンピュータ活用学習の充実

プログラミング教育の拡充

数理、情報関係学部の強化
文理問わない全学的なデータサイエンス教育

サイバーセキュリティー人材育成
データサイエンティスト育成

AI研究開発人材の育成

ビッグデータ セキュリティ

数理・データサイエンスの拠点大学の整備（2017年）
拠点校を中心に全国の大学で、データサイエンス教育が推進され「データ
サイエンス学部」も次々に設置されています。

市立札幌旭丘高等学校
https://www.asahigaoka-h.sapporo-c.ed.jp/
〒064-8535
札幌市中央区旭ヶ丘6丁目5番18号
TEL：（011）561-1221 ／ FAX：（011）561-1061

Since 1958

北海道大学
数理・データサイエンス教育研究センター

滋賀大学
データサイエンス教育研究センター

京都大学
データ科学イノベーション
教育研究センター

大阪大学
数理・データ科学教育研究センター

九州大学
数理・データサイエンス
教育研究センター

東京大学
数理・情報教育研究センター
（事務局）

北海道大学  数理・データサイエンス
教育研究センターと連携


